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１ 地域連携事業

（１）年金制度説明会の開催及び研修会等への講師派遣状況

事務所

企業・その他
自治体・

公的機関等
社会保険
労務士会

社会保険協会
年金協会
連合会

合計
年間
計画

回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数

山 形 １０回 ５０８名 ３回 ５５名 １回 ３５名 ３回 ２９６名 （2回） （172名） １７回 ８９４名 １５回

鶴 岡 ２回 ２７３名 ４回 ８４名 １回 ３５名 ３回 ２０４名 （2回） （102名） １０回 ５９６名 １０回

米 沢 ７回 １９８名 ー ー ー ー ３回 １７０名 （2回） （１０４名） １０回 ３６８名 １２回

新 庄 ２回 １０２名 ー ー ー ー ２回 ４８名 （１回） （１３名） ４回 １５０名 ６回

寒河江 ５回 ２８０名 ー ー － － ３回 １４２名 （２回） （９２名） ８回 ４２２名 ７回

元年度末
合計

２６回 １，３６１名 ７回 １３９名 ２回 ７０名 １４回 ８６０名 （９回） （４８３名） ４９回 ２，４３０名 ５０回

（参考）３０年
度末合計

２０回 ３，１９６名 ５回 １１４名 ５回 １５１名 １６回 ９３８名 （２回） （５０名） ４８回 ４，４４９名 ４７回

年金制度の周知を図るため、年金制度説明会の開催や各種機関・団体、企業が主催する研修会
等に講師を派遣しました。

※年金協会連合会の（ ）については、社会保険協会と共催で開催している年金説明会について、再掲数として掲載しております。
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（２）市町村担当者との打合せ等状況

事務所

管内市町村 県全体 連携 合計
年間
計画

回数 参加者数 回数 参加者数 回数 回数 参加者数 回数

山 形 ２回 １０名 １回 ３０名 ８回 １１回 ４０名 １０回

鶴 岡 １回 １４名 ー ー ５回 ６回 １４名 １０回

米 沢 ２回 １８名 ー ー ５回 ７回 １８名 １０回

新 庄 ２回 ２４名 ー ー ７回 ９回 ２４名 １０回

寒河江 ２回 １２名 ー ー ６回 ８回 １２名 １０回

元年度末
合計

９回 ７８名 １回 ３０名 ３１回 ４１回 １０８名 ５０回

（参考）30年度末
合計 １１回 １０４名 ２回 ７９名 ４０回 ５３回 １８３名 ５０回

年金事業の円滑な運営・推進のためには市町村との連携が不可欠であることから、各年金事務所に
おいて、管轄市町村の担当職員との打合せや研修会を行うとともに、全市町村の新任担当職員を対
象とした事務研修会を開催しました。また、制度周知・啓発のため、市町村向け情報誌「かけはし」を提
供しました。各種打合せの際には、「年金生活者支援給付金制度」等の法改正にかかる事務処理や
「年金相談予約制」について説明しました。
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（３）関係機関・関係団体との打合せ等状況

事務所

社会保険
協会

年金協会
連合会

社会保険
労務士会

協会
けんぽ

運営調整
会議

官公署
その他
（上記④
の内容）

合計
年間
計画

回数 回数 回数 回数 回数 回数 回数 回数 回数

山 形 １５回 ３回 １５回 ９回 ２回 ９回 ８回 ６１回 ４０回

鶴 岡 ２回 ３回 ー ー ー ２回 １８回 ２５回 ２０回

米 沢 ３回 １回 ー ー ー ー ４回 ８回 ８回

新 庄 ２回 １回 ー ー ー ー １１回 １４回 ８回

寒河江 ２回 １回 ー ー ー ５回 ３回 １１回 ８回

元年度末
合計

２４回 ９回 １５回 ９回 ２回 １６回 ４４回 １１９回 ８４回

（参考）30年度末
合計

１４回 ４回 １６回 ８回 ２回 １８回 ２３回 ８５回 ２９回

年金制度の周知・啓発事業を推進するため、関係機関、関係団体との打合せ会等は、昨年度を
上回る開催数となりました。また、チラシの設置やポスターの掲示を依頼しました。

主な取組は次のとおりです。

①山形県社会保険協会と連絡協議会を開催し、年金制度研修会等への講師派遣や広報誌「社会保険や
まがた」に記事を提供するなど連携を図りました。

②山形県社会保険労務士会と業務連絡会議を開催し、年金相談窓口等の運営業務委託に関する調整や
厚生年金適用・調査事務にかかる打合せを行いました。

③全国健康保険協会山形支部と連絡会議を開催し、年金委員・健康保険委員功労者表彰伝達式の開催
や年金委員・健康保険委員の委嘱拡大勧奨等の取組みについて連携を図りました。

④商工会議所、事業所等へ、「年金生活者支援給付金制度」のリーフレットやポスター、「ねんきん月間」の
チラシや「年金の日」のポスター掲示等協力を依頼しました。
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（４）地域型年金委員との連絡会等の開催状況

事務所

連絡会 研 修 合計 年間計画

回数
参加
者数

回数
参加
者数

回数
参加
者数

回数

山 形 ３回 ３９名 １回 ２９名 ４回 ６８名 ６回

鶴 岡 ２回 １０名 ー ー ２回 １０名 ５回

米 沢 ３回 １１名 ３回 １０名 ６回 ２１名 ５回

新 庄 ３回 ９名 １回 ー ４回 ９名 ５回

寒河江 ３回 １２名 １回 ー ４回 １２名 ５回

元年度末
合計 １４回 ８１名 ６回 ３９名 ２０回 １２０名 ２６回

（参考）30年度末
合計

１２回 ９１名 ５回 ２８名 １７回 １１９名 ２５回

地域住民に対して、公的年金制度の重要性を説明し、啓発を行うとともに、年金に関する相談や助言を
行っていただいている地域型年金委員に対し連絡会を開催し、情報の共有や委員相互の交流を図りました。

また、11月には、県内合同連絡会（研修会）を開催することができました。

注 研修は、合同開催のため各事務所に回数を登録しましたが、参加者数は山形に一括計上しました。 ５



取組結果

・年金制度説明会は、関係機関（団体）との連携により、元年度計画実施数５０回に対し４９回
実施と計画通りの結果となりました。今後も、これまでの取り組みを基本として、より多くの方々
に年金制度を理解していただくために、引き続き、関係機関（団体）等へアプローチをしていき
ます。

・市町村担当職員研修・打合せ等は、元年度計画には及びませんでしたが、引き続き、必要
な打合せや、担当職員のニーズに合った研修を実施していきます。

・地域型年金委員連絡会は、四半期に１回の年間計画には及びませんでしたが、11月に開催
した県内合同連絡会（研修会）では、地域を超えた年金委員の交流が図られ大変良い機会と
なりました。今後も、年金委員の意見要望を積極的に取り入れ連携を図ります。

（６）報道機関との連携状況

（５）市町村担当者向け情報誌「かけはし」の活用
県内市町村に対し２カ月に１回発行の定期的情報誌として提供しています。内容は、障害

年金講座や国民年金保険料免除申請書等各種申請書類受付事務にかかる留意点等を掲
載し、充実した内容になっています。

（７）地域連携事業の取組結果

山形県政記者クラブを通して、各報道機関に対し、7月に「地域年金事業運営調整会議の開催」、
11月には「年金委員・健康保険委員表彰伝達式の開催」 や「ねんきん月間の取組み」 「第1１回山
形県年金ポスターコンクール審査結果」等の周知を行いました。
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２ 年金セミナー事業

（１）教育機関別年金セミナーのアプローチ状況

次世代の主役となる若年層から、年金制度の仕組みや必要性について理解を深めていただき、納付意識の向上

や年金受給権の確保に結び付けるために、年金セミナー事業を推進してきました。今年度も、県教育委員会各部署

（教育長）を訪問し事業の趣旨説明を行いご理解をいただきました。また、県内の高等学校・大学等10１校に対して、

年金セミナーの開催について文書で依頼しました。元学校長の方々に委嘱している地域年金推進員（元年度末現在、

山形１名、米沢１名）と、各年金事務所担当者において、年金セミナーの実施に向けたアプローチを行ってきました。

事務所

大学・短大 専門学校 高等学校 合計

対象校数 勧奨数 対象校数 勧奨数 対象校数 勧奨数 対象校数 勧奨数 実施率

山 形 ８校 ４校 １５校 １３校 １８校 ３０校 ４１校 ４７校 １１４．６％

鶴 岡 ３校 ３校 ４校 ６校 １７校 ４０校 ２４校 ４９校 ２０４．１％

米 沢 ３校 ３校 １校 １校 １５校 ２４校 １９校 ２８校 １４７．３％

新 庄 ー ー ３校 ４校 ８校 １３校 １１校 １７校 １５４．５％

寒河江 ー ー ー ー ６校 ５校 ６校 ５校 ８３．３％

元年度末
合計

１４校 １０校 ２３校 ２４校 ６４校 １１２校 １０１校 １４６校 １４４．６％

（参考）30年度末
合計 １４校 １８校 ２４校 ４１校 ６３校 １１１校 １０１校 １７０校 １６８．３％
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推進員による教員向け年金セミナーの様子

事務所

大学・短大 専門学校 高等学校 合計
年間
計画

対象
校数

実施
校数

受講
者数

対象
校数

実施
校数

受講
者数

対象
校数

実施
校数

受講
者数

対象
校数

実施
校数

受講者数 回数

山 形 ８校 ０校 ０名 １５校 ６校 ２６２名 １８校 ４校 ８７０名 ４１校 １０校 １１３２名 １３回

鶴 岡 ３校 ３校 ３１１名 ４校 １校 ３１名 １７校 ７校 ６０５名 ２４校 １１校 ９４７名 １３回

米 沢 ３校 ２校 ８８５名 １校 １校 ３８名 １５校 １３校 ９００名 １９校 １６校 １８２３名 １４回

新 庄 ー ー ー ３校 １校 １７名 ８校 １校 ７４名 １１校 ２校 ９１名 ７回

寒河江 ー ー ー ー ー ー ６校 ４校 ４７１名 ６校 ４校 ４７１名 ３回

元年度末
合計

１４校 ５校 １１９６名 ２３校 ９校 ３４８名 ６４校 ２９校 ２９２０名 １０１校 ４３校 ４，４６４名 ５０回

（参考）30年度末
合計 １４校 ６校 ７５６名 ２３校 １３校 ３７６名 ６４校 ２９校 ３０２３名 １０１校 ４８校 ４，１５５名 ５０回

（２）教育機関別の年金セミナー実施状況
コロナウイルス感染拡大の影響により、3月の取組みが出来ない中でありましたが、昨年同等の実施結果となりまし

た。これまでの取組みを基本に継続し取組んできた成果の結果として表れました。引き続き、早い時期のアプローチか

ら、早い時期の実施と、年間を通した期間の中で実施校を増やします。

「税務署とのコラボ開催」については、定着化されている寒河江年金事務所のみの開催となりました。他事務所にお

いても、コラボ開催を念頭に置き対応していきます。

地域年金推進員は、年金セミナーの講師（他事務所を支援）を務めるとともに、若手職員のプレゼン能力の育成を

図ってきました。
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（３）年金セミナー事業の取組結果

取組結果

・令和2年3月は、コロナウイルス感染拡大の影響により、対面でのアプローチ、セミナーの開催が困難な状
況となりましたが、昨年度同等の実施結果となりました。
これまでの継続したアプローチの取り組みが最も重要であり、その成果として表されています。今後の課

題として、取り組みの中心である、地域年金推進員の配置が1名不足（3名枠に対して2名配置）しているこ
とが挙げられます。地域年金推進委員の安定した配置ができるよう、引き続き県関係機関や上部機関に
対して要請等取り組んでいきます
例年、年間実施件数の70％以上が12月以降の実施となっているため、引き続き、次年度の実施を見

据えたアプローチ内容として、年度前半での実施についても検討していただくよう要請していきます。また、
未開催の高等学校については、粘り強くアプローチを継続していきます。
中学校での実施については、年金ポスターコンクールへの応募校を中心に一部中学校に勧奨を行って

きましたが、実施できていません。引き続き、実施方法等について検討します。
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３ 地域相談事業

（１）年金事務所以外での出張年金相談の実施状況

事務所
年間
計画

実施場所 実施計画日/回数 合計 相談者数

山 形 １４回 山形市役所
６月以降 / １回 （第４木曜日）
※４月、５月は月２回実施

１４回 ７５名

鶴 岡 ０回 ０回 ０名

米 沢

４回 長井市役所 ４月・７月・１０月・１月に各１回 ４回 ３５名

４回 小国町役場 ５月・８月・１１月・２月に各１回 ４回 ３２名

４回 白鷹町中央公民館 ６月・９月・１２月・３月に各１回 ４回 ２８名

新 庄
１２回 尾花沢市役所 毎月 / １回 （第３水曜日） １２回 ５６名

１２回 大石田町役場 毎月 / １回 （第２木曜日） １２回 ５６名

寒河江 １回 東根市役所 １０月１０日（随時） １回 ２名

元年度末
合計

５１回 ５１回 ２８４名

（参考）30年度末
合計

８４回 ７９回 ３８３名

年金事務所に出向くことが難しいお客様の利便性向上を図るため、出張年金相談を実施しています。

年金相談の周知・広報については、「日本年金機構からのお知らせ」に記事を掲載するとともに、市町

村広報誌においても記事掲載の協力を得て実施しています。
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（２）ハローワークにおける離職者を対象とした説明会での年金制度説明会実施状況

県内ハローワークにおける説明会の中で、離職者に対する国民年金の手続きの周知を図り、国民年

金保険料免除制度についての説明や相談を実施しました。

開催事務所・場所 年間計画 回数 参加人数

山形（ハローワーク山形） ２４回 ２５回 ３，６４４人

鶴岡（ハローワーク鶴岡・酒田） １１０回 １０２回 ２，７７４人

米沢（ハローワーク米沢） ５５回 ５１回 １，６６０人

新庄（ハローワーク新庄） ２６回 ２９回 ６９９人

寒河江（ハローワーク寒河江・村山） １００回 ９０回 １，６７５人

元年度末合計 ３１５回 ２９７回 １０，４５２人

（参考）30年度末合計 ２６９回 ３０３回 １０，１５２人
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（３）その他の出張年金相談等の実施状況

山形行政監視行政相談センター主催の合同行政相談所に職員を派遣し、出張年金相談を行いました。

①行政監視行政相談センターの「合同行政相談所」における年金相談会の実施

事務所 開催場所 開催日 相談者数 対象地区

山 形 山形市役所 １０月１６日 １名 山形地区

新庄
最上広域交流センター

ゆめりあ
１０月８日 １名 新庄地区

寒河江
寒河江市ハートフル

センター
７月２３日 １名

寒河江
村山地区

合計 （昨年度） ３回 （３回） ３名 （５名）

昨年、県内で初めて実施することができた大型商業施設を利用した年金相談会（１１月の「ねんきん月間」及び

１１月３０日「年金の日」の取組）の継続した取り組みとして、今年度は６月に前倒し実施することができました。

イオンモール天童において、イベント案内掲示や館内放送について協力していただきました。

②商業施設等における出張年金相談の実施

事務所 開催場所 開催日 相談者数 チラシ配布

山 形
イオンモール天童
１階センターコート

６月２０日 ２３名 ２５３部
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イオンモール天童１階センターコートでの
年金相談の様子



取組結果

・市町村での出張年金相談は、年間計画に基づき開催しております。引き続き、市町村と連携を図り、お
客様のニーズを把握するとともに、予約枠を有効に活用し利便性を確保していきます。

・ハローワークにおける説明会での、国民年金手続き等年金制度説明会については、県内はハローワーク
の協力をいただき、昨年を上回る参加者に直接周知することができました。引き続き協力をいただき継続
することが重要です。

・合同行政相談については、職員を派遣し年金相談を実施することができました。引き続き積極的に対応
していきます。

・商業施設等での年金相談会の開催については、昨年に続き山形年金事務所がイオンモール天童におい
て開催することができました。今後も、開催の継続と会場の拡大を課題とし、県民が年金を身近に感じても
らう機会を増やすため、引き続き実施していきます。

（４）地域相談事業の取組結果
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③イベント共催による年金相談の実施

令和元年１１月６日、山形公共職業安定所主催の『福祉のしごとフェア２０１９』がビックウイングで開催され、昨年度に引き続

き職員を派遣し、６名の相談がありました。

令和元１１月１１日、人財育成推進・確保対策協議会主催（新庄地区）の『きて・みて・きいて就職面談会』がニューグランドホ

テル新庄で開催され、職員を派遣し、納付相談・制度説明会を実施しました。

令和２年２月１３日、山形市福祉事務所主催の生活困窮者や生活保護者を対象とした研修会に職員を派遣し年金制度に

ついて説明しました。（会場：観光文化交流センター山形まなび館、受講者：13名、研修テーマ：年金に関する基礎知識）



（１）年金委員への情報提供

４ 年金委員活動支援事業

（２）職域型年金委員研修会の実施状況
県内社会保険委員会及び各支部が主催する研修会に、積極的に講師として職員を派遣し、年金生活者支援給

付金制度等法改正や在職老齢年金の仕組み、社会保険事務手続き等説明しました。また、各種役員会、研修会、

意見交換会等を通じて年金委員活動の支援を行ってきました。

令和元年度全国年金委員研修会には、寒河江年金事務所管轄年金委員（職域型）よりご参加いただきました。

事務所 回 数 受講者数 支援回数 合計 年間計画

山 形 ４回 ２０４名 ６回 １０回 １３回

鶴 岡 １回 １０２名 ３回 ４回 ５回

米 沢 ７回 １９８名 １回 ８回 １０回

新 庄 １回 ２５名 ７回 ８回 ６回

寒河江 ３回 １４１名 ４回 ７回 ５回

元年度末合計 １６回 ６７０名 ２１回 ３７回 ３９回

（参考）30年度末
合計

２１回 ９２６名 １３回 ３３回 ３１回

実施年月 対象年金委員 内 容

６月 地域型 ・広報誌「支えあい～年金委員だより」の送付

１０月
地域型

・広報誌「支えあい～年金委員だより」の送付
・「地域型年金委員活動の手引き」の送付
・ねんきん月間、年金の日、予約相談のリーフレット及び「ねんきんネット」アクセス
キー登録申込書の配布（連絡会）

職域型 ・ねんきん月間についてのリーフレット・ポスターの送付
職域型・地域型 ・「年金生活者支援給付金」制度周知のリーフレット・ポスターの送付

１１月 地域型 ・障害年金ガイドのパンフレット配布（県内合同研修会）
１２月 地域型 ・「日本年金機構アニュアルレポート2018」の送付（県内９３名分）
２月 地域型 ・広報誌「支えあい～年金委員だより」の送付
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（４）年金委員委嘱者数の推移

事務所
平成３０年度末 （Ａ） 令和元年度 （Ｂ） 増減 （Ｂ）-（Ａ）

職域型 地域型 合計 職域型 地域型 合計 職域型 地域型 合計

山 形 ５８８ ４６ ６３４ ５９７ ４６ ６４３ ９ ０ ９

鶴 岡 ４１４ １５ ４２９ ４０３ １４ ４１７ ▲１１ ▲１ ▲１２

米 沢 ４０７ １４ ４２１ ４０８ １５ ４２３ １ １ ２

新 庄 １３５ ５ １４０ １３７ ７ １４４ ２ ２ ４

寒河江 ２４１ １３ ２５４ ２４４ １２ ２５６ ３ ▲１ ２

県内計 １，７８５ ９３ １，８７８ １，７８９ ９４ １，８８３ ４ １ ５

事業所数
（委嘱率）

１９，１６０
（9.32％）

ー
１９，３８４
（9.23％）

ー

職域型については、全国健康保険協会山形支部と協力し実施している新規適用事業所に対する依頼文書の送付を基

本に取り組んできました。また、各事務所管内各種役員会等において、引き続き要請をしていきます。また、退職等により

解職の連絡が入った際は、全ての後任者の選出をお願いしてきました。

各事務所独自の取り組みとして、米沢年金事務所では、米沢商工会議所会報10月号に掲載をしていただきました。寒

河江年金事務所では、7月に、健康保険委員の届はあるものの年金委員の届はない19事業所に対し文書勧奨したところ

1件の申し出をいただきました。

地域型については、退職する職域型年金委員へ、地域型への移行をご案内を必須としてきました。 厳しい状況ですが

引き続き対応します。令和２年２月、山形年金事務所（県代表）において、山形県社会保険協会及び山形県年金協会連

合会へ直接出向き、委嘱拡大に向けた要請を行いました。また、県内市町村及び山形県社会保険労務士会には、継続

し連携協力の依頼を行います。

（３）年金委員委嘱拡大の取り組み
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（５）年金委員の功労者表彰伝達式の実施

全国健康保険協会山形支部、山形県社会保険委員会連合会、山形県社会保険協会との共催に

より、多年にわたり年金事業の推進及び発展に貢献された年金委員の方々に表彰状が伝達されまし

た。併せて山形県社会保険委員会連合会役員研修会が開催されました。

【開 催 日】 令和元年１１月２０日（水）

【開催場所】 山形グランドホテル

【受 賞 者】 厚生労働大臣表彰 １名

日本年金機構理事長表彰 ４名

日本年金機構理事表彰 １３名

※健康保険委員からは厚生労働大臣表彰1名、全国健康保

険協会理事長表彰４名、 全国健康保険協会山形支部長表彰

１１名が受賞されました。

表彰伝達式における委員研修会の様子
１６

表彰伝達式の様子



取組結果

・職域型年金委員で組織されている社会保険委員会が主催する研修会等に、講師を派遣し支援を行っ
てきました。課題としていた年金事務所が主催する研修会については、コロナウイルス感染拡大の影響に
より中止しましたが、引き続き、全国健康保険協会山形支部と協力し実施していくことで、企業において、
制度周知が図られるよう取り組みます。
情報提供としては、研修会等でのチラシやリーフレット配布や、全委員への郵送する等、機構が取り組む

事業の周知と事業への協力要請を行いました。

・文書勧奨を中心に委嘱拡大を図ってきました。元年度末現在、県内の年金委員総数は、前年度末委
員数を維持している現状です。
事業所数に対する職域型年金委員数の割合（委嘱率）は、３０年度末9.32％に対し、元年度末9.23％

と減少しております。引き続き、事業主に対し全国健康保険協会山形支部と共同で文書勧奨を実施して
いくとともに、関係団体の会報等への掲載を依頼しながら委嘱拡大を進めていきます。なお、健康保険委
員のみ設置の事業所に対しても同様に取り組んでいきます。
また、地域型年金委員数につきましても維持しておりますが、更新を希望されない高齢者の方が多いこ

ともあり、新たな委嘱拡大が重要課題となります。委嘱要請を行った、山形県社会保険協会や山形県年
金協会連合会をはじめ、山形県社会保険労務士会等、関係団体からの委嘱拡大に期待します。また、委
員活動を支援するため、ご意見やご要望をお聞きする機会である、連絡会や研修会の充実を図っていき
ます。

（６）年金委員活動支援事業の取組結果
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５ 「ねんきん月間」「年金の日」の取組

事務所 取組結果

山形県内
全年金事務所

令和元年度 年金委員・健康保険委員功労者表彰伝達式及び山形県社会
保険委員会連合会役員研修会 ねんきん月間

各地区社会保険委員会役員会（研修会）、年金委員連絡会（研修会）

年金相談窓口の開設（年金事務所内） 年金の日

国民年金保険料納付相談会（年金事務所内） 年金の日

令和元年度「山形県社会保険協会 社会保険事務講習会」

通常事業

ハローワークにおいて離職者を対象とした説明会

高校・大学等へ年金セミナー実施のアプローチ及び年金セミナー

山形・米沢・新庄 出張年金相談

山形年金事務所
福祉のしごとフェア２０１９（共催）

ねんきん月間
山形県職員退職者会山形支部研修会

寒河江年金事務所 東根市さくらんぼタントクルセンターにおいて国民年金保険料納付相談会

新庄年金事務所 きて・みて・きいて就職面談会において納付相談・制度説明会

５ 「ねんきん月間」「年金の日」の取組

日本年金機構は、厚生労働省と協力して１１月を「ねんきん月間」、 １１月３０日（いいみらい）を「年金の

日」と位置付け、県民の皆様に年金制度を理解していただけるよう、積極的に公的年金制度の周知や啓

発活動を行いました。
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６ 「わたしと年金」エッセイ

国民の皆様に年金制度に対する理解を深めていただくため、中学生

以上を対象に公的年金をテーマとしたエッセイの募集を行いました。

周知・広報については、教育機関、関係機関（団体）にポスターや

リーフレットの設置のご協力をいただいたほか、年金セミナーの実施とあ

わせて依頼しました。

【募集期間】 令和元年６月３日～令和元年９月１３日

【賞】 厚生労働大臣賞、日本年金機構理事長賞ほか

【応募状況】 応募総数１１８４件のうち、山形県の応募件数０件

「わたしと年金」エッセイポスター

７ 第１１回山形県年金ポスターコンクール

東北厚生局をはじめ、山形県社会保険協会等7団体に後援をいただ

き、県内の中学生を対象として、年金制度に親しんでいただくため、年金

をテーマとしたポスターを作成していただきました。

【募集期間】 令和元年６月１０日～令和元年９月２０日

【賞】 最優秀賞１点、優秀賞５点、入選５点

東北厚生局長賞１点、山形県社会保険協会長賞１点

【応募状況】 応募校１６校、総数５６件（昨年度１５校、６４件）

入賞者には、各年金事務所で中学校を訪問し表彰を行いました。
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事業種類 ご意見 対応状況

地域連携事業

【全国健康保険協会山形支部と連携】

協会は健保委員、機構は年金委員を委嘱し、活動して
います。これまでも連携して研修会等を行ってきましたの
で今後もお願いします。県内での研修資料を統一してい
ただくと進めやすいので検討を願います。

【山形県社会保険協会との連携】

社会保険協会主催の説明会に１３回の協力ありがとうご
ざいます。資料のP2について、自治会や事業所等を対
象としたというのはとても良いと思う。当協会のネットワー
クを使い、周知等を積極的に支援したいと考えているの
でぜひ進めてほしい。

・引き続き、連携して参りたい。研修資料
の統一化については、未だ検討中です。
数年をスパンとしたカリキュラムや、他地
区でも参加できるような、平準化を進めて
いきたいと考えています。

・引き続きよろしくお願いいたします。

８ 山形県地域年金事業運営調整会議

第１５回会議（令和２年１月２９日開催）にかかる主なご意見と対応状況
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事業種類 ご意見 対応状況

年金セミナー
事業

【早期のアプローチ】

年金セミナーが行われる時期は忙しい時期となっている。
１月から２月にかけて次年度の年間行事予定が確定し
ていくので早期のアプローチが必要。老齢年金のみなら
ず遺族年金・障害年金など生活していくうえで非常に大
事なものとなるので関連する教科で連携できれば良いの
ではと考えます。

【主権者教育に向けた取り組み】

学習指導要領の切り替え時期となっていて、令和４年度
から始まるが、その中でクローズアップされているのが主
権者教育である。１８歳で政治に参加するための意識や
知識を持たせなければならないということが強調されて
いる。現在は３年生が自由登校となった際に社会人とし
ての常識を身に付けさせることを主眼としている。セミ
ナーもそれに沿って行っていただくということであった。対
して、これからは主権者としての意識を持ってもらうため
のセミナーを行っていただくという機会が増えると思われ
る。３年生の自由登校になってからということではなくて、
早い時期からの取り組みが必要。教科でいえば公民。今
後需要が高まることが予想されるので積極的な取り組み
を願いたい。

・2月3月等実施時期に引き続き次年度のア
プローチを行います。
・山形職業能力開発専門学校については、
次年度の予約として、4/8実施予定となって
いたが、コロナ感染拡大防止の対応として中
止しています。

・学習指導要領切り替え、令和4年度から始
まる主権者教育（公民）に向けた積極的な取
組み（訪問アプローチの際に令和4年度に向
けたアプローチをしております。）
・本部へ提供し、全国での展開と、日本年金
機構として政治的参画で進められる方向へ
もっていきます。
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事業種類 ご意見 対応状況

年金セミナー
事業

【学校行事でのアプローチ】

授業のみならず、学校行事でのPRについても考えたほう
が良いのではないか。

【学生との意見交換】

年金の動画で優勝した学生と意見交換をしてみてはど
うか。

【ポスターコンクールの取組みでの年金セミナーのアプ
ローチ】

ポスターコンクールについても、事前に内容説明するな
どすれば良いのではないか。
今回のポスターコンクールを見ると、「年金ってなに？」と
か「本当にもらえるの？年金」などがあって驚いている。
理解を深めてもらって依頼したほうが良いのではないか。

【１，２年生を対象にしたアプローチ】

受験生の３年生を対象にするのは難しいと思われるので、
１、２年生を対象としてはどうか。

・年金教育に積極的な、東北公益文化大学
を対象とし、鶴岡年金事務所を窓口に、大
学側と協議します。

・年金教育に積極的な、東北公益文化大学
を対象とし、鶴岡年金事務所を窓口に、大
学側と協議します。

・夏休み前の授業でのセミナー実施、生徒と
の意見交換などできないか、対象校含め検
討中です。
・全校に中学生用セミナー資料等送付し、先
生から説明してもらうことも、対象校含め検
討中です。

・訪問・電話アプローチで対応中です。
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事業種類 ご意見 対応状況

地域相談事業

【予約相談と出張相談】

山形市における出張相談については次年度より廃止と
なる。また、電話がなかなかつながらない。近い日に相
談予約が取れないなどの話を聞くので、こうした声を機
会があれば上部に伝えてほしい。

【商業施設での出張相談】

外で相談する際に、お客様から事前に予約を受け付け
て準備をしたうえで行っているのか。

【公民館等他イベントとのコラボ開催】

以前、相談は公民館で行っていて込み合っていた。検
診もバスが来てものすごく混んでいた。そういう人のたくさ
んいるところで年金教育をしてはどうか。

・予約専用電話の拡大等、引き続き本部に
伝えて参ります。相談体制の在り方について
は、事務所での予約相談を基本として、充実
を図り進めていきます（相談職員のスキル
アップ、労務士会との協力、予約時間の工
夫）。出張相談は、ニーズの共有化を図り検
討していきます（市町村、商業施設）。年金
ネットの充実化も同時に進めていきます。

・商業施設等での実施については、広いお客
様層を対象としている年金相談や制度普及
を目的としており、請求書の受付や手続きを
目的としておりませんので予約制では実施し
ておりません。

・市町村との協力連携が不可欠と考えていま
す。情報を収集することから始めます。国民
年金課と市町村国民年金係との繋がりから
展開できないか検討します。産業まつりでの、
相談窓口等（年金アピール）は、効果的であ
ると思われるため、チラシ配布のみも含めて
検討します。 ２３



９ ねんきんネットの利用促進

「ねんきんネット」は、年金記録の確認、将来の年金見込額の試算、電子版「ねんきん定期便」の閲覧、

各種通知書の確認や再交付申請に対応しており、年々機能も充実しています。また、 ２４時間利用可能

となっています。

年金事務所では、「ねんきんネット」の利用促進を図るため、ポスター掲示やチラシの設置・配布を行い

多くの方々に利用していただけるようご案内しています。

利用するためには、「ねんきんネットＩＤ」が必要となりますが、アクセスキーがあれば、速やかに「ねんきん

ネットＩＤ」を取得することができます。

手続きの利便性を高めるため、年金事務所では利用を希望されたお客様にはアクセスキーを即日発行

しています。

２４


